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完
経
第
三

「
三
権
赤
訓
、
其
書
日
経
、
…
…
誓
万
鈎
之
洪
鐘
、
無
鐸
鐸
之
欄
響
英
」
　
(
窮
一
段
)

こ
の
一
段
は
、
経
書
を
総
括
的
に
讃
へ
た
も
の
で
あ
っ
て
　
自
ら
田
節
に
わ
か
れ
る
。

最
初
か
ら
「
洞
性
笠
之
奥
匿
、
樋
文
章
之
骨
髄
者
也
」
ま
で
の
「
一
句
が
第
一
節

で
、
「
紐
」
の
意
味
と
特
色
と
を
述
べ
て
ゐ
る
。

「
三
極
」
の
語
は
、
周
易
、
繋
畔
上
に
見
え
、
そ
の
注
に
「
三
極
三
才
也
」
と
あ
る
。

即
ち
天
地
人
の
三
村
を
謂
ふ
の
で
あ
る
。
こ
こ
も
そ
の
意
味
で
あ
ら
う
。
コ
弊
訓
」
の

語
は
、
何
書
、
酒
譜
の
侍
に
「
常
放
し
と
訓
ぜ
ら
れ
く
わ
で
、
を
の
「
常
数
」
と
は
、
蓋

し
「
日
常
の
教
訓
」
の
意
味
で
あ
ら
う
。
と
こ
ろ
が
、
こ
こ
の
、
コ
弊
訓
」
は
、
寧
ろ

「
恒
常
の
教
訓
」
の
意
味
か
と
思
ふ
。
下
文
に
「
恒
久
之
善
道
、
不
刊
之
鴻
敏
也
」
と
小

へ
る
に
て
、
そ
の
こ
と
が
わ
か
る
。
論
説
第
十
八
の
「
聖
哲
薫
訓
日
経
」
も
こ
こ
と
同
じ

用
法
で
あ
る
。
「
繹
也
老
」
の
「
也
者
」
の
形
は
、
本
書
に
放
て
は
、
そ
の
も
の
に
つ
い

て
、
内
容
の
上
か
ら
の
本
質
を
説
く
場
合
に
用
ひ
ら
れ
て
ゐ
て
、
そ
の
語
の
退
転
を
説

く
場
合
に
は
「
-
者
」
の
形
を
と
る
の
と
、
区
別
さ
れ
て
ゐ
る
や
う
で
あ
る
。
7
「
こ
の

「
経
」
を
以
て
「
不
刊
之
鴻
教
」
と
な
す
の
言
ひ
方
は
、
恐
ら
く
、
晋
、
社
預
の
春
秋
左

氏
倖
序
に
あ
る
「
左
丘
明
受
経
於
仲
尼
、
以
為
経
者
不
刊
之
吉
也
」
に
本
づ
い
た
の
で
あ

斯
.

波

ら
う
。
と
こ
ろ
で
、
左
伝
序
の
「
不
刊
」
は
、
そ
の
琉
に
も
「
是
不
可
刊
削
之
書
也
」
と

あ
る
や
う
に
、
「
削
改
す
べ
か
ら
す
」
の
意
味
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
は
序
の
前
文
に
「
仲

尼
・
…
=
其
敏
之
所
存
、
文
之
所
掌
、
則
刊
両
正
之
、
以
元
勒
戒
」
と
あ
る
に
て
も
知
ら
れ

よ
う
。
然
る
に
、
こ
こ
の
用
法
は
、
「
不
可
削
改
」
と
い
ふ
よ
り
も
、
寧
ろ
「
不
変
」
と

か
、
「
不
朽
」
と
か
の
意
味
あ
ひ
が
濃
い
の
で
は
な
か
ら
う
か
。
と
い
ふ
の
は
、
さ
う
解

釈
し
た
方
が
、
上
旬
の
「
恒
久
」
と
の
対
が
し
っ
く
り
す
る
の
み
な
ら
ず
、
橋
桁
第
凶
十

四
に
「
六
経
以
典
奥
為
不
刊
、
非
以
言
筆
為
優
劣
也
」
l
と
あ
る
、
そ
の
「
不
刊
」
も
亦

「
不
変
」
と
か
「
不
朽
」
と
か
と
解
し
た
方
が
、
文
意
が
順
だ
か
ら
で
あ
る
。
「
参
物

序
」
の
↓
参
」
は
l
　
「
参
興
」
の
「
参
」
で
は
な
く
、
「
参
稽
」
(
筍
子
.
解
放
)
　
「
参

ヽ

・

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

察
」
　
(
後
漢
書
、
郎
相
伝
)
の
　
「
参
」
　
で
、
ひ
き
あ
ほ
せ
て
し
ら
べ
る
と
か
、
ひ
き
あ
ほ

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

せ
て
た
め
す
と
か
、
か
ん
が
へ
あ
は
す
と
か
の
意
味
で
あ
ら
う
。
「
物
序
」
は
自
然
界
の

秩
序
、
即
ち
日
月
囲
時
の
運
行
等
に
見
ら
れ
る
秩
序
を
謂
へ
る
も
の
で
あ
ら
う
。
そ
こ
で

ヽ

-

ノ

　

　

　

　

)

　

　

　

　

ヽ

ノ

　

　

　

　

、

、

ノ

「
象
天
地
A
、
放
鬼
神
B
、
参
物
序
C
、
別
人
紀
D
」
囲
句
の
関
係
を
考
へ
る
に
、
文
の

(

　

　

　

　

(

　

　

　

　

(

　

　

　

　

(

口
調
の
上
で
は
、
A
と
B
と
対
し
、
C
と
D
と
対
し
て
な
る
が
、
意
味
の
上
で
は
、
A
・

玉
・
C
、
一
聯
と
な
っ
て
D
に
か
か
っ
て
ゐ
る
、
つ
ま
り
D
が
中
心
と
な
っ
て
ゐ
る
や
う

)

で
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ
を
承
け
て
、
総
括
せ
る
の
が
「
洞
性
霊
之
奥
匡
」
E
と
「
極
文
章

＼

ノ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

(

之
骨
髄
」
伊
の
二
句
で
あ
ら
う
。
即
ち
、
「
洞
性
霊
之
奥
匿
」
は
、
人
間
の
た
ま
し
ひ
の

四
五
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奥
底
ま
で
も
達
し
て
を
る
と
い
ふ
意
味
で
あ
っ
て
、
経
書
の
内
容
の
深
さ
を
謂
ひ
、
「
樋

文
章
之
骨
髄
」
と
は
文
章
の
真
髄
を
最
上
に
発
揮
し
て
を
る
と
い
ふ
意
味
で
あ
っ
て
、

経
書
の
述
べ
方
の
優
れ
て
な
る
こ
と
を
謂
つ
た
の
で
あ
る
。
「
洞
」
は
、
「
貫
洞
」
の

「
洞
」
と
見
、
「
つ
ら
ぬ
く
」
と
訓
じ
た
い
。
こ
の
節
の
最
後
に
あ
る
「
者
也
」
は
、
A

か
ら
P
ま
で
を
承
け
て
を
る
。

と
こ
ろ
で
「
経
也
者
、
…
∵
不
刊
鴻
敏
也
」
と
「
象
天
地
、
…
…
極
文
章
之
骨
髄
者

也
」
と
の
関
係
で
あ
る
が
、
彦
和
は
こ
の
両
名
を
結
ぶ
に
「
故
」
を
以
て
し
て
を
る
。
つ

ま
り
、
「
経
は
恒
久
の
善
道
で
あ
り
、
不
刊
の
鴻
教
で
あ
る
」
と
先
づ
前
提
を
定
め
て
か

か
つ
て
、
そ
し
て
「
だ
か
ら
」
経
は
「
天
地
に
象
り
、
鬼
神
に
放
ひ
、
物
序
を
か
ん
が
へ

て
、
人
の
綱
紀
を
制
し
、
…
…
…
た
も
の
で
あ
る
」
と
そ
の
恒
久
の
王
道
で
あ
り
、
不
刊

の
鴻
教
で
あ
る
所
以
の
特
色
を
抽
き
出
し
た
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
こ
れ
を
論
理
的
に
考

へ
れ
ば
、
「
天
地
に
象
り
、
鬼
神
に
放
ひ
、
…
…
…
た
も
の
で
あ
る
」
か
ら
こ
そ
「
恒
久

の
華
道
」
と
な
り
、
「
不
刊
の
鴻
教
」
と
な
り
得
る
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
か
か
る
論
理

の
立
場
か
ら
彦
和
の
立
論
を
批
判
す
れ
ば
、
そ
の
前
提
は
彼
の
独
断
に
過
ぎ
ぬ
と
謂
は
ね

ば
な
ら
滋
い
。
が
し
か
し
、
若
し
こ
の
「
故
」
を
「
何
故
な
ら
ば
」
の
意
味
に
解
し
得
る

と
す
れ
ば
、
彦
和
の
立
論
は
論
理
的
に
筋
が
通
る
こ
と
に
な
る
。
一
体
、
本
書
に
は
、
吾

人
の
考
へ
方
に
従
っ
て
論
理
の
筋
を
辿
れ
ば
、
「
何
故
な
ら
ば
」
　
(
何
以
明
其
然
)
と
解

し
た
方
が
都
合
の
よ
い
「
故
」
に
、
出
会
ふ
こ
と
が
あ
る
。
か
か
る
「
故
」
に
つ
い
て

は
、
既
に
徴
聖
貌
二
の
札
記
に
於
て
述
べ
て
お
い
た
。
け
れ
ど
も
こ
こ
の
「
故
」
は
や
は

り
普
通
の
用
法
と
見
、
「
経
也
者
、
…
…
・
‥
不
刊
之
沌
故
地
」
は
、
伝
統
的
考
へ
方
に
基

づ
け
る
堅
い
信
念
を
真
同
か
ら
振
り
か
ざ
し
た
も
の
と
見
る
の
が
よ
い
で
あ
ら
う
。

「
皇
些
二
墳
、
帝
代
五
典
」
か
ら
「
自
失
千
明
述
、
而
大
賀
成
曜
」
ま
で
の
八
旬
を
第

二
節
と
す
る
。
墳
典
索
邱
か
ら
五
経
の
成
立
ま
で
を
概
説
し
て
を
る
が
、
中
心
は
最
後
の

二
句
に
あ
る
。

「
天
質
成
曙
」
。
唐
写
本
も
御
覧
も
「
成
」
を
「
啓
」
に
作
る
(
捗
拗
記
)
。
「
啓
」
の

字
が
是
で
あ
ら
う
。
「
條
涜
紛
揉
」
し
て
今
迄
確
を
匿
し
て
み
た
も
の
が
、
夫
子
の
醐
述

を
経
て
、
は
じ
め
て
確
を
発
し
た
と
い
ふ
の
で
あ
る
。
L
C
の
「
大
要
」
は
賢
玉
の
意
味
と

四
六

見
れ
ば
よ
い
。

「
於
是
易
張
十
翼
、
富
標
七
観
」
か
ら
、
「
故
能
関
学
養
正
、
昭
明
有
融
」
ま
で
の
九

句
を
第
三
節
と
す
る
。
夫
子
刑
述
の
効
能
を
述
ぶ
。

「
易
張
十
翼
、
…
…
…
宥
秋
五
例
」
は
、
「
大
安
啓
曙
」
の
実
を
列
挙
し
た
の
で
あ
る
。

0
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
0

「
1
.
翼
」
な
る
故
に
「
張
」
と
い
ひ
、
「
七
観
」
な
る
故
に
「
標
」
と
小
へ
る
点
に
注

意
。
「
七
梯
」
に
つ
い
て
は
、
黄
注
・
護
江
と
も
に
備
蓄
大
伝
を
引
い
て
を
る
が
、
孔
章

子
、
論
書
篇
に
も
偽
書
大
伝
と
ほ
ぼ
同
じ
記
事
が
あ
る
。
「
詩
列
四
始
」
の
句
は
、
毛
詩

序
「
是
以
一
国
之
事
、
繋
一
人
之
本
、
謂
之
風
、
言
天
下
之
事
、
形
出
方
之
風
、
謂
之

雅
、
雅
者
正
也
、
言
王
政
之
所
由
廃
輿
也
、
政
有
小
犬
、
故
有
小
雅
焉
、
有
大
雅
焉
、
項

者
美
盛
徳
之
形
容
、
以
其
成
功
曽
於
神
明
老
也
、
是
謂
凹
姑
、
詩
之
至
也
」
些
本
づ
い
た

も
の
で
あ
ら
う
が
、
こ
こ
は
た
だ
、
風
・
大
雅
・
小
誰
・
鋤
の
区
別
を
明
か
に
せ
し
こ
と

を
小
へ
る
ま
で
で
あ
ら
う
。

「
義
既
極
乎
性
情
、
辞
亦
匠
於
文
理
」
。
こ
の
「
極
」
の
字
に
つ
い
て
、
氾
注
に
「
速

習
万
里
臼
、
唐
岩
本
極
作
挺
、
御
覧
六
百
八
引
作
堪
、
以
下
文
辞
亦
匠
於
文
理
句
例
之
、

則
作
瑾
是
也
、
唐
本
作
挺
、
即
瑾
字
之
請
」
を
引
用
し
て
ゐ
る
が
、
通
説
是
で
あ
る
。

「
雄
」
は
普
「
セ
ソ
」
　
(
老
子
訳
文
、
姑
然
反
)
陶
瓦
器
を
作
る
型
の
こ
と
。
管
子
、
任
法

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

篇
に
「
昔
者
尭
之
治
天
下
也
、
猶
適
之
在
褒
也
、
唯
陶
之
所
以
為
」
と
あ
る
。
動
詞
と
し

ヽ

　

ヽ

て
も
用
ひ
ら
れ
、
老
子
、
第
十
二
単
「
瑾
埴
以
為
器
」
、
筍
子
、
性
急
篇
「
故
陶
人
良
治
而

為
器
」
、
弊
策
三
「
増
子
以
為
人
」
等
が
そ
の
例
。
「
匠
」
は
工
匠
の
匠
で
、
木
を
泊
め

る
人
、
大
工
の
類
。
こ
の
字
も
名
詞
と
し
て
も
使
は
れ
(
書
記
堅
一
十
五
、
和
思
竺
一
十

六
等
)
.
、
動
詞
と
し
て
も
使
わ
れ
る
(
貫
句
堅
二
十
四
)
。
さ
て
こ
こ
の
「
焙
」
も
「
匠
」

も
、
名
詞
と
し
て
使
は
れ
で
ゐ
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
即
ち
、
「
為
壇
…
…
、
為
匠

…
…
」
の
意
味
を
表
は
し
て
を
る
も
の
と
思
ふ
。
両
も
こ
こ
の
「
匠
」
は
平
凡
な
る
工
匠

で
は
な
く
て
「
良
匠
」
と
か
「
宗
匠
」
と
か
、
と
も
か
く
も
倭
れ
た
「
匠
」
を
意
味
し
ノ
し

ゐ
る
や
う
で
あ
る
。
或
ひ
は
、
荘
子
の
「
匠
石
」
を
念
頭
に
お
い
/
し
降
っ
た
の
か
も
知
れ

な
い
。
そ
れ
で
、
こ
の
二
句
は
「
五
経
の
義
(
内
容
)
は
も
と
よ
ゎ
性
橘
を
拍
治
す
る
模

型
で
あ
り
、
そ
の
辞
(
文
章
)
も
文
理
を
裁
制
す
る
宗
匠
だ
」
と
い
ふ
や
う
な
意
味
で
は



な
い
か
。
彦
和
は
筆
書
を
ば
、
人
間
完
成
の
上
に
於
て
も
、
文
章
上
達
の
上
に
於
て
も
、

理
想
的
の
帝
石
で
至
る
と
見
て
ゐ
た
ら
し
い
。
風
骨
第
二
十
九
に
「
経
典
之
範
」
」
才
略

第
囲
十
七
に
「
誓
範
」
の
語
が
あ
る
の
も
こ
こ
と
周
じ
考
へ
方
の
表
は
れ
で
あ
る
。

こ
の
二
句
は
、
「
易
張
十
翼
、
…
…
暮
秋
五
例
」
の
結
果
、
五
経
に
備
は
る
.
や
う
に

な
っ
た
特
質
を
窺
指
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
上
文
の
「
洞
性
再
…
ぺ
之
奥
匠
、
樋
文
章
之
骨

髄
」
と
照
慮
し
、
又
、
原
道
第
一
の
「
腱
琢
性
措
、
組
織
辞
令
」
と
も
迄
に
呼
應
し
て
を

る
。「

故
能
開
學
募
正
、
昭
明
石
翻
」
は
、
天
子
が
か
か
る
五
経
に
よ
っ
て
賢
者
を
養
成
す

れ
ば
そ
の
光
明
が
長
久
へ
又
は
.
光
明
あ
っ
て
又
長
久
)
で
あ
る
、
と
い
ふ
意
味
で
も
あ
ら

う
か
。
「
開
學
」
と
は
学
校
を
広
関
し
て
人
材
を
入
れ
る
こ
と
で
は
あ
る
ま
い
か
。

「
養
正
」
の
語
は
、
周
易
、
芸
の
家
伝
及
び
噺
の
家
伝
に
見
え
る
。
そ
の
後
者
は
「
晦
貞

t

　

ヽ

吉
、
募
正
則
宕
也
、
税
額
、
硯
其
節
奏
也
、
自
求
口
賛
、
親
其
白
寿
也
、
天
地
養
万
物
、

聖
人
養
賢
以
及
万
民
、
晦
之
時
大
夫
哉
」
と
あ
る
の
が
そ
れ
で
あ
る
。
そ
の
「
養
正
」

は
、
賢
者
を
養
ふ
の
意
味
、
少
く
と
も
せ
う
い
ふ
意
味
を
も
こ
め
イ
」
を
る
と
解
し
得
る
。

現
に
正
義
に
も
「
其
養
正
之
言
、
乃
兼
二
義
、
一
着
養
此
賢
人
、
是
其
養
正
、
・
…
…
‥

二
者
謂
賽
身
得
正
、
…
…
以
此
言
之
、
則
券
正
之
文
、
兼
魂
賢
及
白
寿
之
輩
也
」
と
あ

る
。
そ
こ
で
茸
和
の
こ
こ
の
用
法
は
「
養
賢
」
の
意
味
か
と
思
ふ
。
「
昭
明
有
融
」
は
、

詩
経
、
大
雅
、
既
酔
の
文
。
そ
の
「
有
」
を
、
毛
伝
は
字
の
ま
ま
解
し
、
邸
等
は
「
又
」

と
解
し
、
「
融
」
を
、
伝
・
撃
と
も
に
「
長
」
と
解
す
。

「
然
而
道
心
惟
微
、
撃
議
卓
絶
」
か
ら
「
警
万
的
之
洪
錘
、
無
印
鐸
之
和
響
英
」
ま
で

の
K
句
恕
第
四
節
と
す
る
。
五
経
が
洗
奥
く
て
わ
か
り
に
く
い
こ
と
を
述
べ
る
。

「
道
心
惟
薇
」
は
、
原
璋
第
一
の
質
に
も
用
ひ
て
ゐ
て
、
偽
大
再
読
か
ら
と
っ
た
の
で

あ
る
こ
と
は
言
ふ
ま
で
も
な
い
。
偽
孔
伝
に
「
薇
則
難
明
」
と
あ
る
。
こ
こ
も
、
五
経
に

盛
ら
れ
て
ゐ
る
と
こ
ろ
の
道
心
は
微
妙
で
あ
る
か
ら
、
容
易
に
明
か
に
L
が
た
い
と
い
ふ

の
で
る
。

「
聖
説
卓
絶
」
は
、
五
経
を
刑
述
せ
し
聖
人
の
考
へ
が
飴
り
に
す
ぐ
れ
て
ゐ
る
た
め

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

容
易
に
う
か
が
ひ
知
り
難
い
と
い
ふ
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
「
道
心
云
々
」
の
二
句
を

文
心
難
寵
札
記
臼
　
(
斯
波
)

暗
喩
的
に
述
べ
た
の
が
「
粗
字
重
唆
、
而
吐
納
目
深
」
で
あ
る
。
「
捷
字
」
の
句
は
「
道

心
」
の
句
を
承
げ
、
「
吐
納
」
の
句
は
「
聖
謹
」
の
句
を
承
け
る
と
見
て
も
よ
い
で
あ
ら

う
。
「
吐
納
」
の
語
は
本
書
に
し
ば
し
ば
用
ひ
ら
れ
、
当
時
の
他
の
文
章
に
も
見
え
る

が
、
多
く
、
「
吐
」
の
方
に
重
み
が
あ
っ
て
、
こ
と
ば
を
出
す
こ
と
の
意
味
に
使
ば
れ
て

を
る
。
し
か
し
こ
こ
は
、
い
き
づ
か
ひ
の
意
味
で
あ
ら
う
。
さ
う
解
す
れ
ば
、
こ
こ
の
用

法
は
、
道
家
の
用
ふ
る
「
吐
納
」
　
(
決
呼
吸
)
に
近
い
こ
と
革
な
る
。
允
も
、
こ
こ
の

ヽ

　

ヽ

　

ヽ
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ヽ

　

ヽ

　

ヽ

「
吐
納
」
も
、
吐
き
出
し
た
も
の
と
解
し
て
も
通
す
る
で
あ
ら
う
。

「
夫
易
惟
談
天
、
入
神
致
用
、
…
…
可
謂
大
山
福
間
、
.
河
潤
千
旦
者
也
」
　
(
第
二
段
)

前
段
の
最
後
の
節
が
「
雲
万
鈎
之
洪
題
、
無
鐸
辞
之
欄
響
英
」
と
結
ば
れ
て
ゐ
る
や
ら

に
、
五
経
の
文
は
奥
深
い
の
で
、
こ
の
段
に
於
て
は
、
五
経
の
文
体
の
そ
れ
ぞ
れ
の
特
色

を
説
い
て
、
そ
の
奥
深
い
所
以
を
明
か
に
す
る
。

「
夫
易
惟
談
天
」
か
ら
「
諒
以
遠
英
」
ま
で
の
三
十
四
句
を
第
一
節
と
す
る
。

「
故
栗
林
旨
遠
辞
文
」
。
こ
の
文
に
「
繋
称
」
と
明
言
し
て
あ
る
か
ら
、
「
旨
遠
帝

文
」
は
彦
和
が
繋
辞
伝
の
句
を
用
ひ
た
の
で
あ
る
こ
と
は
疑
ふ
飴
地
も
な
く
、
文
理
に
今

の
繋
辞
下
に
も
こ
の
通
り
の
旬
が
あ
る
。
と
こ
ろ
が
乙
の
「
文
」
の
字
に
つ
い
て
梅
本

も
黄
本
も
「
元
作
高
」
と
校
注
し
、
唐
写
本
は
明
か
に
「
高
」
の
字
に
作
ら
れ
て
ゐ
る

(
校
勘
記
)
。
し
て
み
れ
ば
「
高
」
は
「
文
」
の
誤
と
簡
単
に
断
定
し
て
し
ま
ふ
わ
け
に

は
い
か
な
い
。
或
ひ
は
違
和
の
掘
れ
る
紫
辞
が
自
ら
「
高
」
の
字
に
な
っ
て
ゐ
た
の
か
も

知
れ
ぬ
し
、
文
彦
和
が
「
高
」
に
改
め
て
引
い
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
「
疆
高
」
の
言
ひ

方
は
雑
文
第
十
四
に
も
見
え
る
。

「
言
中
事
隠
」
。
こ
の
凶
字
で
「
言
曲
雨
中
、
事
辟
而
隠
」
の
意
味
を
表
は
さ
う
と
し

て
を
る
こ
と
に
注
意
。

「
而
訓
話
茫
昧
」
。
「
訓
話
」
を
唐
写
本
は
「
請
訓
」
に
作
る
(
扱
勘
記
)
。
下
女
に

「
請
訓
同
書
」
と
あ
る
か
ら
、
こ
こ
も
唐
写
本
に
従
ふ
べ
き
で
あ
ら
受

「
昭
昭
若
日
月
之
明
、
群
世
知
星
辰
之
行
」
。
唐
写
本
は
「
明
」
の
上
に
「
代
」
の
字

が
あ
り
、
「
行
」
の
上
に
「
緒
」
の
字
が
あ
る
(
鈴
木
先
生
.
敦
恨
本
文
心
願
寵
校
勘
記
。
以

四
七



支
那
学
研
究
　
第
十
五
号

下
「
敦
本
校
勘
記
」
と
称
す
)
。
当
に
唐
写
本
に
従
ふ
べ
き
で
あ
る
。
府
書
大
伝
に
「
子
夏

読
書
聾
、
見
夫
子
、
夫
子
間
之
、
何
為
於
書
、
子
夏
日
、
書
之
論
事
、
昭
昭
如
日
月
之

代
明
、
郡
部
如
参
辰
之
錆
行
、
商
前
受
於
天
子
者
、
忘
之
於
心
、
不
敢
忘
也
」
　
(
顆
柴
五

五
引
)
と
あ
り
、
孔
素
子
、
論
書
篇
に
も
佃
書
大
伝
と
ほ
ぼ
同
様
の
文
が
あ
っ
て
、
亦
「

代
明
」
　
「
錆
行
」
に
作
る
。
こ
れ
ら
が
彦
和
の
本
づ
く
所
で
あ
ら
う
(
借
容
大
伝
は

ヽ

ヽ
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「
参
辰
之
錯
行
」
に
作
る
に
、
孔
茄
子
は
「
星
辰
之
錯
行
」
に
作
っ
て
琵
和
と
一
致
す
る
。
彦
和
の

鍵
れ
る
所
は
孔
菓
子
か
も
知
れ
な
い
)
。
唐
写
本
「
代
」
の
字
、
「
錆
」
の
字
の
あ
る
も
の

に
従
ふ
べ
き
こ
と
に
つ
い
て
は
、
楊
明
照
の
「
氾
文
瀾
文
心
舵
寵
注
準
正
」
、
及
び
通
検

本
「
文
心
離
散
新
書
」
に
も
既
に
論
じ
ら
れ
て
ゐ
る
。
こ
こ
の
「
昭
昭
若
…
…
」
の
上
に

「
書
之
論
事
」
の
国
字
を
補
う
て
解
す
れ
ば
、
文
義
が
一
層
は
っ
き
り
し
よ
う
。

「
詩
幸
一
一
塁
心
」
。
「
主
」
を
唐
写
本
は
「
之
」
に
作
る
(
敦
本
陣
勘
記
)
。
書
記
第
二

十
五
に
「
書
之
為
髄
、
主
富
者
也
」
と
も
あ
る
か
ら
、
こ
こ
も
「
主
」
の
ま
ま
で
、
句
と

し
て
の
意
味
は
適
す
る
。
し
か
し
、
こ
こ
の
上
下
文
が
「
易
惟
…
…
」
　
「
書
賃
…
…
…
」

「
薩
以
…
…
」
の
句
法
を
と
つ
て
を
る
所
か
ら
推
せ
ば
、
こ
の
句
も
「
之
」
に
作
れ
る
も

の
が
是
で
は
た
い
か
。

「
請
訓
同
書
」
は
、
「
請
訓
茫
昧
」
が
「
同
書
」
の
意
味
で
あ
り
、
従
っ
て
そ
の
う
ら

に
は
「
適
乎
繭
雅
、
則
文
意
瞭
然
」
の
意
味
を
含
ん
で
あ
る
と
見
る
べ
き
で
あ
る
。
佃
、

書
に
つ
.
い
て
は
「
追
乎
爾
雅
、
則
文
意
瞭
然
」
と
言
ひ
、
詩
に
つ
い
て
も
「
請
訓
詞
書
」

と
言
へ
る
は
、
練
字
第
一
三
1
九
に
「
夫
爾
雑
著
、
孔
徒
之
軒
等
、
而
詩
軍
之
襟
帯
也
」
と

言
っ
て
を
る
立
場
か
ら
.
の
意
見
で
あ
る
。

「
栖
鳳
裁
興
」
の
「
風
」
は
風
雅
項
を
」
　
「
輿
」
は
賦
比
興
を
、
そ
れ
ぞ
れ
代
表
し
て

を
る
。
そ
し
て
「
風
を
摘
(
の
)
べ
興
を
裁
(
た
)
づ
」
、
つ
ま
り
六
義
に
よ
っ
て
「
薄
辞

話
喩
」
と
な
っ
て
を
る
の
で
あ
る
。
毛
詩
大
序
に
、
「
詩
有
六
童
焉
」
と
お
こ
し
て
、
六

義
の
こ
と
を
述
べ
て
を
り
、
そ
れ
に
つ
づ
け
て
「
主
文
而
講
説
、
言
之
者
無
罪
、
聞
之
者
足

以
戒
」
と
あ
る
。
そ
の
辺
が
こ
こ
の
「
摘
風
裁
興
」
以
下
二
句
の
本
づ
く
所
で
あ
ら
う
。

「
故
最
附
深
天
真
」
の
「
故
」
を
「
敢
」
に
作
れ
る
本
が
あ
る
(
嘉
鏑
木
)
。
そ
れ
に
つ

い
て
趣
万
里
、
説
を
為
し
て
日
く
「
敢
即
畢
之
謂
而
行
者
、
御
覧
六
百
八
引
亦
無
敢
字
、

四
八

黄
本
改
作
故
、
非
是
」
　
(
箔
注
引
)
と
。
題
説
是
で
あ
る
。
唐
写
本
亦
「
敢
」
も
無
く
、

「
故
」
も
無
い
。
た
だ
「
故
」
に
改
め
た
の
は
黄
本
に
始
ま
れ
る
の
で
は
な
く
、
梅
民
生

普
江
本
も
間
組
初
刻
本
も
、
既
に
「
故
」
に
作
っ
て
あ
る
。

「
採
授
生
言
、
莫
非
宝
也
」
。
唐
写
本
、
御
覧
並
に
「
生
」
を
「
片
」
に
作
る
(
校
勘

t

　

ヽ

記
)
。
「
片
」
の
字
に
従
か
べ
き
で
あ
え
。
「
採
蔑
」
の
主
語
を
「
礼
」
の
撰
者
と
見
る

ヽ

　

ヽ

べ
き
か
、
「
礼
」
の
読
者
と
見
る
べ
き
か
、
迷
う
の
で
あ
る
が
、
予
は
前
者
を
と
り
た

い
。
こ
の
「
宝
」
も
亦
、
宝
玉
の
意
で
あ
る
。

「
一
字
昆
義
」
の
句
は
、
苫
零
、
暮
秋
穀
梁
伝
序
の
「
一
字
之
裏
、
寵
摘
草
克
之
贈
、

片
言
之
把
、
辱
過
市
朝
之
撞
」
や
、
社
預
、
春
秋
左
氏
伝
序
の
「
春
秋
雑
以
一
字
為
褒

佗
…
」
を
念
頭
に
置
い
て
書
か
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
で
、
「
春
秋
弁
理
、
一
字

見
義
」
以
下
の
構
成
で
あ
る
が
、
少
く
と
も
口
調
の
上
で
は
、
「
春
秋
弁
理
、
一
字
見

)
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)

義
」
A
　
五
石
六
鶴
、
以
詳
略
成
文
L
 
B
　
雉
門
両
税
、
以
先
後
顕
旨
」
C
　
其
娩
茸
志

(
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(

)

詰
、
諒
以
遠
実
」
D
　
で
あ
る
。
こ
の
口
調
に
則
し
て
意
味
を
と

(

)

　

)

　

)

れ
ば
A
は
B
と
C
と
を

(
　
　
(
　
　
(

耽
括
し
て
提
示
せ
る
も
の
、
換
言
す
れ
ば
、
「
一
字
兄
弟
」
を
具
体
的
に
例
示
し
た
の

が
「
…
…
以
詳
略
成
文
」
と
「
・
…
=
以
先
後
顕
旨
」
　
で
あ
る
と
解
さ
れ
る
。
し
か
し

又
、
「
一
字
昆
義
」
は
、
例
へ
ば
、
隠
公
弄
年
「
公
及
知
婁
俵
父
盟
子
昧
」
を
公
羊
伝
に

「
易
為
称
字
、
褒
之
也
」
と
い
ひ
、
隠
公
十
年
「
窟
帥
師
会
斉
入
部
人
代
宋
」
を
公
羊
伝

に
「
此
公
子
蟹
也
、
何
以
不
称
公
子
、
旺
」
と
い
ひ
、
荘
公
一
一
十
五
年
「
陳
公
使
女
叔
采

陪
」
を
左
氏
伝
に
「
嘉
之
、
故
不
名
」
と
い
ひ
、
信
公
二
十
五
年
「
衛
公
塑
減
邪
」
を
左

氏
伝
に
「
同
姓
也
、
改
名
」
と
い
へ
る
の
類
、
即
ち
二
十
の
使
ひ
わ
け
に
よ
っ
て
褒
距
の

意
を
示
す
と
見
ら
れ
る
書
き
方
を
指
せ
る
も
の
と
解
し
き
れ
ぬ
こ
と
も
あ
る
ま
い
。
け
れ

ど
む
予
は
前
者
の
解
を
と
り
た
い
。

「
五
石
六
鶴
、
以
詳
略
成
文
」
。
箔
注
に
「
陳
先
生
日
、
五
石
六
鵜
以
詳
略
成
文
、
文
学

志
略
字
作
偏
、
与
穀
梁
伝
所
云
尺
寒
辞
合
、
不
当
作
略
字
」
と
あ
る
。
臨
先
生
と
は
快
漢

茸
と
忠
ほ
れ
る
が
予
は
そ
の
人
の
説
を
直
接
に
は
知
ら
な
い
。
そ
れ
で
篭
引
に
拠
っ
て
議

論
を
進
め
る
よ
り
外
な
い
が
、
そ
の
所
謂
「
文
学
志
」
と
は
王
変
の
′
「
剰
州
文
学
官
志
」



の
こ
と
で
あ
っ
て
、
笑
は
陳
氏
は
、
太
平
御
覧
六
〇
八
軒
引
の
文
心
肝
龍
の
文
を
ば
、
剤
州

文
学
官
志
の
文
だ
と
誤
解
し
て
ゐ
た
(
と
い
ふ
よ
り
も
最
可
均
の
仝
穣
漢
文
に
誤
ら
せ
ら

れ
た
)
ら
し
い
の
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
既
に
楊
明
無
の
薄
文
潤
文
心
鮮
寵
注

挙
正
に
詳
論
せ
ら
れ
て
ゐ
る
か
ら
、
今
後
び
は
賛
し
な
い
。
そ
れ
は
と
に
か
く
、
陳
氏
が

「
設
染
伝
堅
云
尺
其
群
」
と
引
け
る
は
、
倍
公
十
六
年
殻
染
伝
の
文
で
あ
っ
て
(
後
出
)
、

扶
氏
の
説
は
、
春
秋
の
五
石
六
観
の
記
事
を
ば
穀
梁
伝
で
は
「
其
の
辞
を
尽
く
せ
る
」
書

○

き
方
と
評
し
く
を
る
か
ら
、
本
書
の
こ
こ
の
文
も
「
詳
鴨
」
で
は
い
け
な
い
、
当
に
「
詳

0窟
」
に
作
る
べ
き
だ
、
と
い
ふ
趣
旨
で
あ
る
。
通
模
本
の
校
注
に
も
右
の
陳
氏
説
を
引
用

し
て
な
る
。
し
か
し
こ
の
陳
氏
の
説
は
恐
ら
く
誤
で
あ
ら
う
。
な
る
控
ど
♯
書
の
、
こ
の

〇

一
一
句
だ
け
を
眺
め
て
、
そ
し
て
殻
梁
の
文
を
そ
の
事
附
に
し
て
考
へ
れ
ば
、
「
詳
偏
」
で

な
く
で
は
な
ら
巾
と
言
へ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
「
以
詳
略
成
文
」
の
句
は
、
下
の
「
以

e
e党

接
頸
旨
」
の
句
と
対
を
為
し
て
を
る
こ
と
に
注
意
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
乙
の
一
一
句

が
対
を
な
し
て
を
る
以
上
、
下
の
句
の
「
債
後
」
の
詔
に
対
す
る
、
上
旬
の
語
は
、
「
群

△

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

0

楕
」
で
は
均
斉
が
と
れ
な
い
の
で
あ
っ
て
ど
う
し
て
も
「
詳
略
」
で
な
く
て
は
な
ら
な

い
。
両
も
唐
写
本
を
は
じ
め
諸
本
均
し
く
「
詳
略
」
に
作
ら
れ
て
ゐ
で
何
の
異
同
も
な

い
。
陳
氏
の
説
は
綿
許
で
は
あ
る
が
唯
一
つ
御
覧
所
引
に
「
備
」
に
作
ら
れ
て
ゐ
た
の
を

餃
り
に
重
視
し
過
ぎ
た
鰭
が
あ
る
。
で
は
彦
和
は
暮
秋
の
「
五
石
六
鶴
」
の
記
事
の
、
ど

こ
に
詳
と
略
と
の
区
別
を
認
め
た
の
で
あ
ら
う
か
。

ヽ

　

ヽ

春
秋
経
、
借
公
十
六
年
に
「
十
有
六
年
、
幕
王
正
月
戊
申
朔
隕
石
干
宋
五
」
、
「
是
月

六
紐
退
飛
、
過
采
都
」
と
あ
っ
て
五
石
に
は
月
日
が
記
さ
れ
て
ゐ
る
の
に
、
六
鵜
に
は

月
の
み
記
さ
れ
て
、
日
は
記
さ
れ
て
ゐ
な
い
。
そ
こ
で
穀
梁
伝
で
は
、
そ
の
こ
と
に
つ
い

て
「
子
日
、
石
無
知
之
物
、
鶴
牧
有
知
之
物
、
石
無
知
、
故
日
之
、
取
扱
有
知
之
物
、
故
月

之
、
君
子
之
於
物
、
無
所
筍
商
巳
、
石
亀
且
猶
尺
其
辞
、
而
況
於
人
…
…
」
と
評
し
、
氾
琴

0

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

の
桒
解
に
は
之
に
注
し
て
「
石
無
知
而
限
、
必
天
使
之
然
、
故
詳
両
日
之
、
鵜
或
時
日
欲

0

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

退
飛
耳
、
是
以
略
両
月
之
」
と
説
い
て
、
明
か
に
「
詳
」
　
「
略
」
の
字
を
使
っ
て
を
を

し
て
み
れ
ば
、
彦
和
は
恐
ら
く
護
琴
等
の
説
に
基
づ
い
て
、
月
日
並
記
を
「
詳
」
と
言
ひ

月
の
み
記
せ
る
を
「
略
」
と
言
っ
た
に
違
ひ
な
い
。

文
中
離
龍
札
記
臼
　
(
斯
波
)

「
娩
章
志
晦
」
。
黄
注
・
護
注
と
も
に
、
杜
預
泰
秋
左
氏
伝
序
の
「
故
発
伝
之
体
有
三
、

両
為
例
之
滑
石
五
、
…
…
土
日
、
志
而
晦
、
…
二
一
百
、
賊
而
成
茸
、
…
…
」
を
引
誰
し

く
を
る
。
勿
論
そ
れ
で
も
差
支
な
い
の
で
あ
る
が
、
左
氏
伝
序
の
こ
の
部
分
は
、
実
は

成
公
十
四
年
左
氏
伝
の
文
に
拠
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
、
孔
男
達
の
疏
に
指
摘
せ
る
通
り

で
あ
る
。
成
公
十
四
年
の
方
に
は
杜
注
が
あ
る
か
ら
、
こ
こ
に
そ
れ
を
引
用
し
て
、
読
者

参
照
の
労
を
省
か
う
。

故
習
子
白
、
春
秋
之
称
、
些
而
顕
、
志
而
晦
(
注
.
志
記
也
、
.
暇
亦
徴
也
、
謂
約
言
以
記
事
、

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

事
叙
而
文
彼
)
、
棒
而
成
茸
(
注
、
娩
曲
也
.
謂
曲
屈
其
辞
.
右
折
辟
詮
.
以
元
大
腰
、
而
成
語

軍
)
、
尽
而
不
汗
、
懲
悪
勧
善
、
非
聖
人
、
誰
能
脩
之
、

彦
和
の
「
兢
茸
志
晦
」
と
左
伝
の
原
文
上
を
、
く
ら
べ
て
見
る
こ
と
に
よ
っ
て
「
掩

茸
」
と
い
ひ
「
志
晦
」
と
い
へ
る
は
、
簡
単
な
熟
語
で
は
な
く
て
実
は
「
娩
耐
成
茸
」

と
「
志
而
晦
」
と
を
、
そ
れ
ぞ
れ
約
言
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
従
っ
て
そ
の

意
味
も
、
左
伝
の
用
津
に
準
じ
で
、
解
し
な
く
て
は
患
ら
ぬ
こ
と
に
な
る
。
と
こ
ろ
で
「
志

晦
」
は
杜
江
に
従
っ
て
意
味
を
と
れ
ば
、
そ
れ
で
よ
い
が
、
問
題
は
「
姉
葦
」
の
解
し
方

で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
寧
ろ
左
伝
の
「
梅
雨
成
章
」
の
解
釈
の
し
か
た
何
加
に
か
か
ら

う
。
杜
預
に
従
へ
ば
「
成
葦
」
は
「
成
篇
茸
」
の
意
味
と
見
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
と
こ

ろ
が
こ
の
杜
江
が
果
し
て
左
伝
を
正
し
く
解
し
て
を
る
か
ど
う
か
、
頗
る
疑
問
で
あ
る
。

何
と
な
ら
ば
、
m
「
級
耐
顧
」
似
「
忍
耐
晦
」
畑
「
椀
而
成
茸
」
紬
「
尽
耐
不
汗
」
と
並

べ
ら
れ
て
ゐ
て
、
そ
の
川
物
価
の
「
而
」
は
皆
逆
接
的
用
法
で
あ
る
の
に
、
畑
の
「
而
」

み
を
順
接
的
用
法
と
見
る
の
は
芥
自
然
で
あ
る
か
ら
。
又
、
「
顕
」
　
「
晦
」
　
「
不
汗
」
は

皆
、
文
章
の
書
き
ざ
ま
に
つ
い
三
言
へ
る
の
に
、
「
成
茸
」
だ
け
を
「
篇
葦
を
成
す
」
と

解
す
る
の
も
不
自
然
で
あ
る
か
ら
。
そ
れ
で
こ
の
「
椀
而
成
葦
」
の
「
而
」
も
逆
接
的
用

法
と
解
し
、
「
成
茸
」
も
文
章
の
書
き
ざ
ま
に
つ
い
て
言
へ
る
も
の
と
見
て
　
「
章
」
を

文
章
(
あ
や
)
の
意
味
と
解
す
べ
せ
で
は
な
か
ら
う
か
。
つ
ま
り
「
椀
而
成
章
」
を

「
書
き
方
は
椀
曲
で
は
あ
る
が
、
そ
の
趣
旨
は
あ
き
ら
か
に
出
て
を
る
」
の
譚
味
と
解
す

る
の
が
よ
い
や
う
に
思
ふ
。
履
軒
の
左
氏
伝
敵
国
略
に
「
茸
是
文
章
之
章
、
非
篇
葦
」
と

い
へ
る
は
、
か
か
る
意
味
に
と
っ
た
の
で
あ
ら
う
。
昭
公
三
十
一
年
の
左
伝
に
も
「
春
秋

四
九
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.
之
称
、
飯
南
顕
、
椀
而
弁
」
と
あ
っ
て
、
そ
の
社
注
に
は
「
辞
椀
而
旨
別
」
と
い
ふ
。

こ
の
昭
公
三
十
一
年
の
文
は
成
公
十
四
年
の
文
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
か
ら
、
両
者
聖
息
味

も
ほ
ぼ
同
じ
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
今
、
成
公
十
四
年
の
「
椀
而
成
葦
」
を
右
述
の
如

く
解
す
れ
ば
、
昭
公
三
十
一
年
の
「
椀
而
弁
」
の
意
味
と
ほ
ぼ
一
致
す
る
。
昭
公
三
十
一

年
の
孔
頴
達
の
疏
に
「
此
れ
と
成
し
l
凶
年
の
椀
に
し
て
茸
を
成
す
と
は
其
の
事
異
る
な

り
」
と
言
へ
る
は
、
杜
注
を
忠
実
に
守
つ
た
ま
で
の
こ
と
で
あ
ら
う
。

さ
で
彦
和
は
、
左
伝
の
「
椀
而
成
葦
」
を
果
し
て
社
注
に
従
っ
て
解
し
て
わ
た
も
の

か
、
そ
れ
と
も
他
の
解
釈
を
し
て
わ
た
も
の
か
、
遠
に
断
定
し
兼
ね
る
が
、
若
し
前
者
で

あ
る
と
す
れ
ば
、
こ
こ
の
「
腕
章
」
は
「
腕
に
し
て
篇
茸
を
成
す
」
の
意
味
と
見
な
く
て

は
な
ら
な
い
。
比
興
第
三
「
六
に
「
椀
両
成
葦
」
の
句
を
使
っ
て
を
る
が
、
そ
の
句
の
解

釈
に
つ
い
て
も
、
こ
こ
と
同
様
に
一
応
ひ
ね
っ
て
み
る
こ
と
が
必
要
で
あ
ら
う
。

佃
、
彦
和
は
こ
こ
で
「
掩
茸
志
晦
」
の
一
一
語
だ
け
を
使
つ
て
を
る
が
、
そ
の
背
後
に
は

左
氏
伝
の
「
微
雨
顕
、
志
而
晦
、
兢
而
成
章
、
尽
而
不
汗
、
懲
悪
而
勧
善
」
全
体
が
控
へ

て
を
る
も
の
と
し
て
解
す
べ
き
で
あ
ら
う
。
そ
し
て
こ
こ
の
「
諒
以
撞
英
」
と
、
左
氏
伝

の
「
非
聖
人
誰
能
脩
之
」
と
を
照
も
し
合
は
せ
て
味
は
う
の
も
無
駄
で
は
あ
る
ま
い
。

こ
の
第
一
節
の
「
易
惟
談
天
…
…
苦
笑
軍
手
…
=
詩
之
言
志
…
…
礼
以
立
髄
…
…
春
秋

弁
理
…
・
」
に
述
べ
ら
れ
て
を
る
観
方
は
、
法
言
、
寡
見
篇
の
「
説
天
者
英
弁
乎
易
、
説

覇
者
英
弁
乎
富
、
説
橿
者
英
弁
乎
礼
、
説
志
讃
美
弁
乎
詩
、
税
理
者
莫
弁
乎
春
秋
」
と
い

ふ
一
団
の
説
と
恐
ら
く
直
接
の
関
係
が
あ
ら
う
。

「
佃
書
則
賢
文
如
訪
、
…
…
表
裏
之
異
体
者
也
」
。
こ
の
六
句
を
第
l
一
一
節
と
す
る
。

こ
こ
の
「
申
告
則
覧
文
如
詭
」
以
下
の
囲
句
に
つ
い
て
、
紀
的
は
い
ふ
、
「
四
語
指
尽

両
経
、
然
此
上
疑
脱
数
句
」
。
若
し
紀
氏
の
説
の
如
く
数
旬
を
脱
し
て
を
る
と
す
れ
ば
、
そ

の
数
句
は
易
・
詩
・
礼
を
概
括
し
て
論
じ
た
も
の
で
あ
っ
た
と
で
も
考
へ
る
よ
り
外
あ
る

ま
い
。
が
し
か
し
、
、
上
文
「
天
易
惟
談
天
」
か
ら
「
諒
以
邁
英
」
ま
で
に
於
て
五
経
の
文

体
の
特
色
を
各
論
し
て
あ
る
の
に
、
そ
の
上
、
こ
こ
に
復
び
五
経
の
す
べ
て
の
文
体
に
つ

い
て
概
論
し
た
と
す
れ
ば
、
論
述
が
甚
だ
く
ど
く
な
る
。
さ
う
い
ふ
書
き
方
は
恐
ら
く
彦

和
の
採
ら
な
か
っ
た
所
で
あ
ら
う
。
そ
こ
で
此
の
「
佃
書
則
…
…
」
以
下
の
四
句
も
、
五

五
〇

経
文
体
各
論
の
つ
づ
き
と
見
て
五
経
の
内
で
も
、
「
言
経
則
佃
書
、
事
経
則
春
秋
」

(
史
伝
第
十
六
)
と
い
ふ
深
い
関
係
を
も
ち
な
が
ら
、
.
全
く
反
対
的
な
書
き
方
を
し
て
を

る
二
経
だ
け
を
と
り
あ
げ
、
両
者
を
対
照
す
る
こ
と
に
拠
っ
て
、
聖
文
の
殊
致
異
体
を

明
か
に
せ
ん
と
し
た
も
の
と
解
し
た
い
。
最
近
、
劉
永
済
編
著
の
「
文
心
肺
龍
校
釈
」

(
中
華
民
国
四
十
三
年
台
一
版
)
を
入
手
し
た
が
、
劉
氏
も
亦
紀
氏
の
脱
句
説
に
反
対
し
て

を
る
。「

此
聖
人
之
殊
致
」
。
「
人
」
を
唐
写
本
は
「
丈
」
に
作
り
、
御
覧
は
「
人
之
」
の
二

字
を
「
文
」
の
一
字
に
作
る
(
校
勘
記
)
。
「
聖
人
」
で
は
、
「
殊
致
」
　
「
異
体
」
の
語

と
調
和
し
な
い
。
「
聖
文
」
に
作
れ
る
に
従
ふ
べ
き
で
あ
る
。
御
覧
は
荒
し
「
之
」
の
字

を
脱
し
た
の
で
あ
ら
う
。
通
横
木
校
注
k
も
言
へ
る
通
り
、
「
聖
文
」
の
語
は
徴
聖
第
二
.

史
伝
第
十
六
に
も
見
え
る
。
聖
人
の
文
章
の
意
味
で
あ
る
。

「
善
根
祇
架
深
」
か
ら
「
河
潤
千
里
者
也
」
ま
で
の
上
旬
を
第
三
節
と
す
る
。
五
経
が

古
今
を
通
じ
て
文
学
の
源
泉
で
あ
る
こ
と
を
い
ふ
。

「
室
根
祇
磐
深
」
の
「
互
」
の
下
に
、
唐
写
本
は
「
於
」
　
の
字
が
有
る
(
荒
木
校
勘

記
)
。
有
る
者
に
従
ふ
べ
き
で
あ
る
。
一
体
、
提
示
の
作
用
を
す
る
「
至
」
は
、
そ
の
下

に
「
於
」
の
助
辞
を
伴
ふ
の
が
普
通
で
あ
っ
て
本
吉
で
も
史
伝
第
十
六
・
迫
変
輿
一
十

九
・
章
句
竺
二
十
四
・
比
興
第
三
十
六
等
に
於
て
そ
の
例
を
見
る
。
比
の
「
至
」
が
提
示

の
作
用
を
し
て
を
る
こ
と
に
い
っ
て
は
、
下
文
で
述
べ
る
。
「
鍵
深
」
を
唐
写
本
は
「
省
山

田
」
に
作
る
。
老
子
第
五
十
九
茸
に
「
深
権
田
概
」
と
あ
る
通
り
、
「
棍
埼
」
に
つ
い
て

は
「
探
」
と
も
「
固
」
と
も
言
ひ
得
る
が
、
し
か
し
「
磐
」
　
(
憲
)
は
「
磐
」
の
意
で
あ

る
か
ら
、
そ
れ
と
結
び
つ
く
に
は
「
深
」
よ
り
も
「
田
」
の
方
が
道
切
で
あ
ら
う
。
但
し

「
磐
固
」
が
ど
う
し
て
今
本
の
「
桒
深
」
と
な
っ
た
の
か
、
そ
の
わ
け
漂
わ
か
ら
た
い
。

或
骨
は
、
後
人
が
「
盤
」
を
「
鱈
」
の
意
と
解
し
て
、
そ
の
関
係
上
「
田
」
を
「
浣
」
に

改
め
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
「
税
額
磐
田
、
瑳
莞
接
茂
」
は
臨
秀
筑
画
十
の
「
挟
撃
間
頴

峻
」
と
同
じ
意
味
で
あ
ら
う
。
「
竣
茂
」
は
枝
葉
の
徒
に
茂
る
こ
と
を
い
ふ
の
で
は
な

い
。
重
さ
は
「
竣
」
に
か
か
っ
て
な
ら
う
。

「
往
老
雄
旧
、
餃
味
日
新
」
。
唐
写
本
に
捻
「
餃
」
の
上
に
「
而
」
の
字
が
あ
る
。
無
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く
く
主
息
味
は
通
ず
る
が
、
「
1
蟄
1
、
而
」
　
「
置
1
、
而
」
の
形
式
が
常
道
で
あ
り
、

末
書
で
も
、
こ
の
常
道
に
従
へ
る
帝
が
多
い
か
ら
、
こ
こ
も
「
而
」
の
有
る
者
が
是
で
あ

る
。
今
本
は
鋭
し
た
の
で
あ
ら
う
。

「
前
作
文
相
」
。
唐
写
本
「
文
」
を
「
久
し
に
作
る
。
従
ふ
べ
き
で
あ
る
(
校
勘
記
)
。

e
O

「
久
用
」
は
「
追
取
」
に
対
す
る
。
「
文
用
」
で
は
意
味
を
な
さ
な
い
。
「
文
」
「
久
」

文
字
佃
ノ
し
、
今
*
が
誤
っ
た
の
で
あ
る
。
道
検
ホ
憲
‥
U
学
位
の
説
等
に
従
っ
て
　
「
連

用
」
に
改
め
ノ
し
ゐ
る
が
、
改
悪
で
あ
る
。

さ
て
「
至
於
税
額
密
回
.
・
…
:
事
近
而
喩
遠
」
に
つ
い
て
一
つ
の
疑
問
が
あ
る
。
先
づ

比
の
「
至
」
は
、
そ
の
甫
下
の
こ
と
を
提
示
す
る
械
能
を
営
ん
で
な
る
も
の
と
見
ら
れ

る
。
さ
う
す
る
と
そ
の
下
の
文
は
、
こ
の
「
至
」
に
率
ゐ
ら
れ
る
提
示
の
部
分
と
、
そ
の
提

示
の
部
分
l
C
対
す
る
説
明
の
剖
分
と
か
ら
成
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
と
こ
ろ
が
下
女
の
ど
こ

ま
で
が
「
至
」
l
C
率
ゐ
ら
れ
る
提
示
の
部
分
で
あ
ら
う
か
と
考
へ
な
が
ら
読
ん
で
行
く

と
、
ど
う
も
そ
れ
が
わ
か
ら
な
い
。
結
局
「
棍
祇
磐
田
…
…
事
近
喩
遠
」
の
因
句
す
べ
て

が
、
「
至
」
に
率
ゐ
ら
れ
て
ゐ
る
と
見
る
よ
り
外
な
い
や
う
で
あ
る
。
さ
う
だ
と
す
れ

ば
、
こ
の
崗
句
か
ら
成
る
提
示
部
に
対
し
て
、
ど
こ
が
説
明
の
部
分
で
あ
る
の
か
。
困
っ

た
こ
と
に
は
そ
れ
が
全
く
見
つ
か
ら
な
い
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
甚
だ
武
断
な
が
ら
、
一
つ

の
隠
見
を
述
べ
れ
ば
、
「
事
近
而
喩
遠
」
の
下
に
、
説
明
の
句
若
干
を
脱
し
て
を
る
と
見

ざ
る
を
得
な
い
か
と
思
ふ
。
こ
の
こ
と
は
、
論
述
の
筋
を
た
ど
っ
て
み
る
こ
と
に
拠
っ
て

も
言
へ
る
や
う
で
あ
る
。

今
「
夫
易
惟
談
天
、
入
神
致
用
」
か
ら
、
「
可
謂
大
山
福
岡
、
河
潤
千
里
者
也
」
ま
で

の
論
旨
を
た
ど
っ
て
み
る
に
、
「
夫
易
惟
談
天
、
入
神
致
用
」
か
ら
、
「
此
聖
文
之
殊

致
、
哀
慕
之
異
体
者
也
」
ま
で
の
四
十
旬
(
第
一
.
二
郎
)
は
、
五
経
の
文
章
の
そ
れ
ぞ

れ
の
特
色
を
分
諭
し
て
を
り
、
「
至
於
棍
抵
磐
固
、
枝
葉
峻
茂
」
か
ら
、
「
可
謂
大
山
福

岡
、
河
潤
千
里
者
也
」
ま
で
の
十
句
(
第
三
飾
)
は
、
五
経
の
文
章
の
共
通
点
を
総
論
し

て
を
る
や
う
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
そ
の
分
論
か
ら
総
論
へ
と
転
姐
す
る
文
句
は
ど
れ
で

あ
る
か
と
言
へ
ば
、
そ
れ
は
「
至
於
楳
祇
磐
田
、
・
…
∵
」
に
外
な
ら
な
い
。
換
言
す
れ
ば

文
心
闘
鶏
札
記
肖
　
(
斯
波
)

「
至
於
棍
祇
磐
田
、
・
…
‥
…
」
を
以
て
五
経
の
文
章
の
共
通
点
を
提
示
し
、
そ
れ
に
拠

っ
て
今
ま
で
分
諭
し
て
き
た
筆
致
を
転
廻
さ
せ
て
を
る
の
で
あ
る
。
か
う
見
る
′
と
、

「
至
」
に
率
ゐ
ら
れ
る
「
…
…
事
近
而
喰
遠
」
の
下
に
、
「
こ
れ
が
五
経
共
通
の
こ
と
で

あ
る
」
と
い
ふ
意
味
を
述
べ
た
文
句
が
有
る
べ
き
は
す
で
は
な
か
ら
う
か
。
こ
こ
と
同
じ

ゃ
ぅ
に
、
分
論
か
ら
総
論
へ
と
転
廻
工
て
在
る
論
調
を
本
吉
内
に
求
め
れ
ば
、
例
へ
ば
、

通
変
第
二
十
九
に
、
貴
市
・
唐
・
虞
・
夏
・
商
・
周
の
各
時
代
の
歌
詩
の
特
色
を
分
諭
し

て
「
黄
歌
断
竹
、
質
之
至
也
、
唐
歌
轟
音
、
則
広
於
黄
世
、
虎
歌
卿
雲
、
則
文
於
唐
時
、

夏
歌
撒
増
、
縛
於
虞
代
、
商
周
篇
什
、
毘
於
夏
年
」
と
言
ひ
、
そ
れ
か
ら
筆
を
転
じ
て

「
至
於
序
志
述
時
」
と
提
示
し
、
続
い
て
「
其
揆
一
也
」
と
言
っ
て
、
直
上
に
提
示
せ
る

こ
と
が
各
時
代
に
共
通
せ
る
点
で
あ
る
こ
と
を
説
明
し
て
を
る
。
右
に
挙
げ
密
通
変
籍
の

「
至
於
序
改
述
事
」
に
当
る
の
が
、
此
の
宗
経
篤
の
「
至
於
枚
祇
磐
固
、
…
…
事
近
而
喩

遠
」
の
四
句
で
あ
る
と
思
ふ
が
、
通
変
篇
の
「
其
揆
一
也
」
に
相
当
す
る
文
句
が
、
此
の
宗

経
籍
に
は
無
い
。
そ
れ
で
、
そ
の
文
句
は
、
も
と
あ
っ
た
も
の
が
、
伝
写
の
際
、
脱
落
し

た
の
で
は
な
い
か
と
思
ふ
の
で
あ
る
。
蒜
経
篇
の
此
の
文
を
邸
鼠
の
如
く
解
す
る
時
は
、

「
至
」
の
率
ゐ
る
旬
が
長
き
に
過
ぎ
る
と
或
ひ
は
人
あ
っ
て
疑
う
か
も
知
れ
な
い
。
し
か

し
、
史
伝
第
十
六
・
比
興
第
三
十
六
等
に
も
四
句
を
率
ゐ
る
例
が
あ
り
、
序
志
第
五
十
に

は
六
句
を
率
ゐ
る
例
も
あ
る
。

「
可
謂
大
山
編
雨
、
河
潤
千
里
着
地
」
。
「
太
山
…
・
‥
」
の
一
一
句
は
倍
公
三
1
.
年
公
羊

伝
に
拠
れ
る
も
の
な
る
こ
と
、
安
江
の
引
証
せ
る
通
り
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
五
経
の
文

章
が
後
の
文
章
に
及
ぼ
せ
る
影
響
の
大
な
る
こ
と
に
喩
へ
て
を
る
。
だ
か
ら
、
次
の
段
に

「
故
論
説
辞
序
、
…
‥
」
と
承
け
て
る
る
の
で
あ
る
。

「
故
論
説
辞
序
、
則
易
琉
其
首
…
…
正
末
帰
本
、
不
其
班
欺
」
(
第
三
段
)

此
の
段
は
経
を
宗
と
す
べ
き
こ
と
を
正
面
か
ら
論
す
る
。
三
節
に
分
け
て
見
る
。

「
故
論
説
辞
序
」
か
ら
「
煮
海
而
為
墟
也
」
ま
で
の
十
八
句
を
第
一
節
と
す
る
。
後
世

の
諸
文
体
の
源
が
す
べ
て
五
経
の
文
章
に
在
る
こ
と
を
論
ず
る
。

一
体
、
文
章
の
段
節
薮
区
分
す
る
こ
と
は
、
読
解
の
便
宜
を
図
る
が
為
で
あ
っ
て
、
必

五
一



安
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第
十
五
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す
L
も
絶
対
的
な
も
の
で
は
な
い
が
、
そ
れ
に
し
て
も
、
こ
こ
の
節
の
分
け
方
に
は
一
つ

む
問
題
が
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ
は
校
勘
の
開
国
と
か
ら
む
。

0　0

…
…
所
以
百
家
謄
躍
、
終
内
入
環
着
地
、
」
若
裏
経
以
製
式
、
酌
雅
以
富
言
、
是
即
山

0

而
鋳
鋼
、
煮
梅
雨
為
培
地
、
」
政
文
能
宗
経
・
・
‥

右
の
文
を
読
ん
で
行
く
と
、
「
終
入
環
内
者
也
」
で
節
を
分
つ
べ
き
か
、
は
た
「
青
海

而
為
塩
也
」
で
分
つ
べ
き
か
に
、
一
寸
迷
ふ
。
つ
ま
り
「
若
菜
経
以
製
式
、
…
…
煮
海
而

ヽ

　

ヽ

為
墟
也
」
の
四
句
を
、
上
文
に
よ
り
揖
着
さ
せ
て
解
す
べ
き
か
、
そ
れ
と
も
下
文
に
よ
り

薔
話
さ
せ
て
解
す
べ
き
か
に
迷
ふ
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
唐
写
本
で
は
、
「
環
内
」
の

下
に
「
者
也
」
の
二
字
が
無
く
て
、
「
為
塩
」
の
下
に
「
者
」
の
字
が
あ
る
(
教
本
校
勘

記
)
。
そ
こ
で
唐
写
本
に
従
へ
ば
「
終
入
拐
内
」
で
分
た
す
に
「
煮
海
而
為
塩
者
也
」
で

分
つ
の
が
自
然
の
や
う
で
あ
る
。
た
だ
し
か
し
そ
れ
が
果
し
て
彦
和
の
旧
を
伝
へ
た
も
の

か
、
否
か
に
つ
い
て
は
、
一
応
検
討
し
て
み
る
必
要
が
あ
ら
う
。
今
、
岡
村
繋
拓
の
索
引

及
び
漢
学
研
究
所
の
迂
検
を
利
用
し
て
、
違
和
の
「
若
」
　
(
仮
定
乃
李
条
件
的
琴
爪
を
表
は

す
も
の
)
の
字
の
用
法
を
調
査
す
る
と
、
「
若
」
に
率
ゐ
ら
れ
る
文
の
上
に
は
、
「
…
者

也
」
と
か
「
・
也
」
と
か
の
強
い
ひ
び
き
を
も
て
る
句
は
、
来
な
い
の
が
普
通
で
あ
る
。

そ
の
内
か
ら
、
こ
こ
と
や
や
相
似
た
論
調
の
も
の
を
示
せ
ば
、
「
故
才
高
者
苑
其
鴻
裁
、

0

…
‥
童
芸
者
拾
其
香
草
、
君
能
事
拭
以
倍
雅
項
、
懸
轡
以
放
棄
篇
、
酌
奇
而
不
失
共
裏
、

0

翫
華
而
不
墜
其
笑
、
…
…
」
・
(
弁
騒
儲
五
)
、
「
於
是
習
華
随
移
、
流
遁
忘
反
、
君
寵
碓
乎

正
式
、
陵
文
明
以
喝
・
∵
…
」
　
(
風
骨
竺
一
十
八
)
、
「
然
…
…
琴
過
其
理
、
則
名
実
両
誰
、

0岩
能
酌
請
書
之
眩
旨
、
擴
揚
馬
之
甚
泰
、
…
・
…
⊥
　
(
脊
餌
第
三
十
七
)
等
が
あ
る
。
こ
れ

は
彦
和
の
筆
致
の
特
色
と
い
ふ
よ
り
も
、
「
若
」
の
本
質
が
さ
う
さ
せ
る
の
か
も
知
か
な

い
。
と
も
か
く
、
少
く
と
も
彦
和
の
文
に
放
け
る
、
「
君
」
と
そ
の
上
文
と
の
関
係
は
右

述
の
如
く
で
あ
る
か
ら
、
こ
こ
の
「
君
…
‥
」
の
上
の
句
も
「
者
也
」
の
無
い
の
が
是
で

あ
る
。
今
本
は
恐
ら
く
、
上
文
の
「
可
謂
大
山
稿
雨
、
河
潤
千
里
者
也
」
の
形
に
捗
っ
て

加
へ
ら
れ
た
の
で
あ
ら
う
。
そ
し
て
又
一
方
で
は
「
煮
海
而
為
塩
」
の
下
の
「
者
」
の
字

を
脱
し
た
の
で
あ
ら
う
。

右
述
の
理
由
に
拠
っ
て
、
「
…
‥
・
黄
海
為
塩
者
也
」
ま
で
を
第
一
節
と
す
る
。

五
二

「
故
論
説
辞
序
、
則
易
琉
其
首
」
。
「
序
」
は
「
諭
」
体
の
一
種
と
し
て
論
説
第
十
八

に
見
え
、
「
辞
」
は
論
説
符
に
は
見
え
ず
し
て
、
書
記
第
二
十
五
に
見
え
る
。

「
紀
伝
銘
板
、
・
則
春
秋
為
根
」
。
「
紀
」
を
唐
写
本
は
「
記
」
に
作
る
(
校
勘
記
)
。

「
記
」
だ
と
、
「
右
史
記
事
、
事
為
春
秋
」
に
拠
っ
て
　
「
記
」
を
以
て
「
史
」
を
衣
は

せ
る
も
の
と
い
ふ
こ
と
に
な
ら
う
。
し
か
し
、
諸
国
第
十
五
・
事
類
第
三
十
八
等
に
、

「
紀
伝
」
の
例
が
あ
る
か
ら
、
こ
こ
も
こ
の
ま
ま
で
も
通
ず
る
。
「
銘
」
は
既
に
上
文
に

出
て
ゐ
る
か
ら
、
こ
こ
に
重
出
す
べ
き
で
は
な
い
。
唐
写
本
は
「
盟
」
に
作
る
(
校
勘

記
)
。
従
ふ
べ
き
で
あ
る
。
祝
盟
第
十
に
盟
の
最
古
の
例
を
暮
秋
左
氏
伝
か
ら
挙
げ
て
を

る
の
で
、
こ
こ
も
「
盟
」
に
作
っ
た
も
の
が
か
し
こ
と
一
致
す
る
。

「
並
窮
高
以
横
表
、
極
遠
以
啓
鑑
」
。
「
並
」
は
一
様
に
総
括
す
る
の
で
た
く
.
そ
れ

ぞ
れ
の
個
性
を
認
め
て
概
括
す
る
言
ひ
方
。
「
梯
表
」
は
「
立
表
」
　
「
植
表
」
等
と
同
義

で
、
標
識
(
過
じ
る
し
)
を
た
て
る
こ
と
。
「
軍
高
以
宙
表
」
と
は
、
文
体
に
つ
い
て
そ
れ

ぞ
れ
最
高
の
水
準
を
示
し
て
を
る
こ
と
を
い
ふ
。
佃
、
「
梯
表
」
の
語
は
准
南
子
、
天
文

訓
に
見
え
る
。
こ
こ
と
直
接
関
係
が
あ
る
わ
け
で
は
た
い
が
参
考
ま
で
に
。
「
啓
疆
」
は

「
柘
境
」
　
「
拓
宇
」
等
と
同
義
で
、
領
土
を
ひ
ろ
げ
る
こ
と
。
「
極
遠
以
啓
誼
」
は
文
体

の
範
囲
を
最
大
限
に
広
め
て
ゐ
る
こ
と
を
い
ふ
。
こ
の
二
句
で
、
五
経
の
文
章
は
、
各
文

体
の
最
高
で
あ
り
、
且
つ
す
べ
て
の
栂
類
を
含
ん
で
を
る
こ
と
を
い
ふ
。
そ
れ
で
「
だ
か

ら
百
家
す
べ
て
こ
の
範
囲
を
出
る
こ
と
が
出
来
な
い
」
と
、
次
の
文
が
承
け
る
の
で
あ

る
。
こ
こ
に
も
五
経
の
文
章
を
絶
対
視
す
る
彦
和
の
考
が
、
あ
ら
は
に
さ
れ
て
ゐ
る
。

錦
、
謁
控
で
は
、
礼
記
楽
記
の
「
窮
高
樋
遠
」
を
引
い
て
を
る
が
、
楽
記
部
注
に
は
「
高

遠
三
辰
也
」
と
あ
っ
て
　
「
高
」
も
「
遠
」
も
天
空
に
つ
い
て
言
へ
る
も
の
と
解
さ
れ
て

を
る
。
少
く
と
も
邱
注
に
従
ふ
限
り
、
菜
記
の
「
遠
」
は
こ
こ
の
と
そ
の
用
法
を
巽
に
す

る
。「

所
以
百
家
騰
躍
、
終
入
環
内
」
。
「
百
家
」
は
諸
子
百
家
で
あ
る
。
時
序
第
四
十
五

に
も
諸
子
の
こ
と
を
単
に
「
百
家
」
と
言
っ
て
を
る
。
こ
の
「
肪
躍
」
に
は
、
百
家
が
五

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

_

　

ヽ

　

ヽ

経
以
上
に
田
よ
う
と
し
て
と
い
ふ
気
持
が
こ
め
ら
れ
て
ゐ
る
か
と
思
ふ
。
こ
こ
の
言
ひ
担

L
は
、
道
変
第
二
十
九
の
「
舞
軒
岩
出
轍
、
両
終
入
缶
内
」
と
同
じ
で
あ
る
。
「
百
家
随



琵
」
は
上
旬
の
「
讐
高
以
精
義
」
を
承
げ
、
「
終
入
環
内
」
は
上
旬
の
「
極
遠
以
啓
誼
」

を
蔑
け
る
二
望
裏
芸
文
志
に
諸
子
を
訂
し
て
「
今
異
家
老
、
各
推
所
長
、
窮
知
究
慮
.
以

ヽ

　

t

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

明
基
指
、
置
有
遺
短
、
合
革
畢
帰
、
亦
六
窪
之
支
与
流
商
」
と
言
っ
て
を
る
が
、
彼
は
思

想
に
つ
い
で
の
論
で
あ
り
、
比
は
文
革
に
つ
い
イ
し
の
請
で
あ
る
。

「
若
崇
経
以
量
式
、
酌
麗
以
富
言
」
。
こ
の
旬
の
上
に
「
か
う
い
ふ
わ
け
だ
か
ら
」
と

い
ふ
意
味
を
商
う
て
見
よ
。
こ
の
「
嘉
」
は
、
下
旬
の
「
酌
」
と
対
し
て
な
る
か
ら
、
賜
穀

(
説
文
、
崇
、
賜
設
也
)
の
意
味
を
に
ほ
は
し
た
用
法
で
あ
ら
う
。
乃
ち
、
経
文
か
ら
最

ヽ

　

ヽ

も
大
切
な
か
て
聖
受
け
る
と
い
ふ
気
拝
で
、
こ
の
字
を
使
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
ふ
。

「
式
」
は
佑
式
(
伴
式
の
睾
伴
性
竺
一
十
七
に
見
ゆ
)
で
文
章
の
体
格
、
姿
態
を
い
ふ
。

す
が
た
と
で
も
訳
す
べ
き
か
。
「
製
式
」
の
「
製
」
を
唐
写
本
は
「
制
」
に
作
る
(
教
本

校
勘
記
)
。
神
思
第
二
十
六
に
「
剖
喧
し
と
あ
る
か
ら
、
こ
こ
も
「
制
」
の
字
が
是
で
あ

ら
う
。
「
雅
」
は
爾
誰
で
あ
ら
う
。
絞
字
第
三
十
九
に
、
「
雅
(
雨
雅
)
以
淵
源
話
訓
、

斑
(
倉
茂
篇
)
以
前
田
寺
文
、
…
該
旧
而
知
新
、
亦
可
以
屈
文
」
と
あ
る
。

「
是
仰
山
而
鋳
鋼
、
煮
海
耐
為
塩
也
。
」
　
「
仰
」
を
唐
写
本
は
「
即
」
に
作
る
、

(
教
本
校
勘
記
)
。
是
で
あ
る
。
今
本
の
「
仰
」
は
「
即
」
の
字
の
誤
で
あ
る
。
「
即
山
…

…
…
」
の
二
句
は
、
揚
明
照
も
既
に
指
摘
せ
し
如
く
、
史
記
・
漢
書
の
呉
三
協
伝
及
び
漢

書
の
兄
錆
伝
に
見
え
る
所
の
「
即
山
鋳
銭
、
煮
海
為
塩
」
　
(
史
記
呉
王
濾
伝
、
「
海
」
の
下

に
「
水
」
の
字
あ
り
)
に
本
づ
け
る
も
の
で
あ
る
。
抱
朴
子
、
外
篇
、
広
讐
第
三
十
九
に
も

「
鋳
山
而
煮
海
」
と
あ
る
か
ら
、
史
記
・
漢
書
の
こ
の
句
は
し
ば
し
ば
文
人
の
利
用
す
る

と
こ
ろ
と
な
っ
た
も
の
の
や
う
で
あ
る
。

こ
の
「
即
山
而
鋳
鋼
、
煮
海
而
為
塩
」
は
文
を
作
る
者
に
と
っ
て
、
経
書
は
無
尽
蔵
の

宝
庫
で
あ
る
こ
と
を
彗
喩
的
に
い
っ
た
の
で
あ
っ
て
、
前
段
の
終
り
に
「
大
山
福
岡
、
河

潤
千
里
」
の
誓
喩
を
以
て
経
書
が
文
を
作
る
八
人
に
対
し
て
無
限
大
の
恩
恵
を
与
へ
る
こ

と
を
い
つ
た
の
と
、
相
呼
応
し
て
な
る
。

さ
て
學
虞
の
文
章
流
別
論
、
李
充
の
翰
林
論
は
今
見
る
を
得
な
い
が
、
敢
可
均
新
報
の

残
文
に
拠
っ
て
そ
の
一
班
を
窺
う
に
、
そ
の
論
に
は
時
に
文
体
の
起
源
を
述
べ
た
所
が
あ

る
。
し
か
し
そ
れ
は
撤
圧
し
た
も
の
で
は
な
く
、
両
も
、
各
文
体
に
行
き
わ
た
っ
て
述
べ

文
心
願
寵
札
記
肖
　
(
斯
波
)

ら
れ
て
ゐ
た
も
の
か
否
か
も
明
か
で
な
い
。
そ
れ
で
、
各
文
体
に
わ
た
っ
て
そ
の
根
源
を

考
へ
、
両
も
そ
の
棍
源
を
五
経
の
文
章
に
求
め
元
の
は
、
違
和
の
こ
こ
の
論
が
恐
ら
く
最

初
で
あ
ら
う
。
尤
も
彦
和
の
こ
の
論
は
既
に
紀
晦
も
評
せ
る
如
く
、
全
面
的
に
是
認
し
て

よ
い
か
ど
う
か
問
題
で
あ
ら
う
。
け
れ
ど
も
、
わ
れ
わ
れ
は
こ
こ
に
彦
和
の
真
筆
な
態
度

を
見
得
る
の
で
あ
る
。
乃
ち
こ
の
文
体
潮
源
は
、
た
だ
潮
源
そ
の
も
の
を
目
的
と
せ
る
の

で
は
な
く
て
、
実
は
各
文
体
の
本
質
を
明
か
に
せ
ん
が
為
の
柳
瀬
な
の
で
あ
る
。
文
体
の

本
源
を
た
ど
り
、
変
遷
を
究
め
て
、
そ
こ
か
ら
、
文
体
の
本
質
を
明
か
に
し
よ
う
と
す
る

彼
の
態
醇
は
、
本
書
の
到
る
処
に
見
ら
れ
る
ぐ

「
散
文
能
某
社
」
か
ら
「
謂
五
経
之
合
文
也
」
ま
で
の
十
句
を
第
二
節
と
す
る
。
五
経

を
宗
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
ず
る
文
の
長
所
を
い
ふ
。

「
醸
有
六
爵
」
。
こ
の
「
橿
」
は
、
文
章
を
そ
の
形
式
と
内
容
と
の
渾
然
た
る
姿
に
於

で
捉
え
た
姿
の
こ
と
で
あ
ら
う
。

「
六
義
」
の
中
に
見
え
る
所
の
「
情
」
「
風
」
「
事
」
「
義
」
「
体
」
　
「
文
」
と
い
ふ
語
の
概

念
を
明
か
に
し
、
こ
の
六
概
念
相
互
の
関
係
を
究
め
る
こ
と
は
、
違
和
の
文
学
論
を
知
る

上
に
甚
だ
大
切
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
改
め
て
詳
考
す
る
機
会
も
あ
ら

う
か
ら
、
今
は
極
め
て
お
ほ
ぎ
つ
ば
な
意
見
だ
け
を
記
す
に
と
ど
め
る
。
「
惜
し
と
は
、

創
作
簡
動
に
よ
っ
て
取
り
挙
げ
た
作
品
の
内
容
の
こ
と
ら
し
い
。
「
風
」
と
は
主
と
し
て

「
情
」
か
ら
発
す
る
風
趣
と
で
も
.
い
ふ
べ
き
も
の
、
つ
ま
り
主
と
し
て
「
情
」
の
た
だ
よ

わ
す
気
分
の
こ
と
で
あ
ら
う
。
「
事
」
と
は
、
作
品
内
容
を
成
立
さ
せ
る
事
実
、
即
ち
今

の
「
素
材
」
の
語
に
近
い
意
味
か
と
思
ふ
。
「
義
」
と
は
作
品
に
こ
め
て
あ
る
趣
意
乃
至

は
す
ぢ
み
の
こ
と
で
は
な
か
ら
う
か
。
「
髄
」
と
は
作
品
の
体
格
、
今
の
「
形
式
」
に
近

い
意
味
と
解
し
て
よ
か
ら
う
。
「
髄
有
二
ハ
義
」
の
「
賠
」
と
は
別
で
あ
る
。
「
文
」
と

は
、
形
式
を
構
成
し
て
な
る
「
表
現
」
と
見
れ
ば
当
ら
ず
と
邱
も
遠
か
ら
ず
で
あ
ら
う
。

こ
れ
ら
の
六
つ
は
常
に
相
関
聯
し
て
な
る
が
、
中
で
も
、
「
情
」
と
「
風
」
と
は
表
裏
の

関
係
を
も
ち
、
「
事
」
と
「
義
」
と
は
密
接
に
結
び
つ
き
、
「
髄
」
と
「
文
」
と
は
全
体

と
部
分
と
の
関
係
に
立
つ
と
い
へ
よ
う
か
。

「
天
文
以
行
立
」
か
ら
「
不
其
琉
欺
」
ま
で
の
十
二
旬
を
第
三
節
と
す
る
。
後
世
の

五
三
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文
、
経
を
蒜
と
す
る
も
の
少
き
こ
と
を
欺
く
。

「
四
散
所
先
、
符
乗
相
済
」
。
「
国
教
前
党
」
は
論
語
、
述
而
篇
に
「
子
以
四
散
、
文

行
忠
信
」
と
あ
っ
て
、
「
文
」
と
「
行
」
と
を
党
に
揚
げ
て
を
る
を
い
ふ
。
こ
の
二
旬

は
、
「
然
る
に
」
の
語
気
を
卒
ん
で
、
次
の
「
邁
徳
樹
声
…
…
」
に
つ
づ
く
。
と
こ
ろ
で

問
題
と
な
る
の
は
「
符
栄
」
の
意
味
で
あ
る
。
こ
の
二
句
を
す
ら
り
と
読
め
ば
、
「
符
」

は
「
行
」
を
承
け
、
「
乗
」
は
「
文
」
を
承
け
た
も
の
と
見
ら
れ
、
こ
の
二
旬
の
意
味
は
、

(
文
は
行
を
以
て
成
立
し
、
行
は
文
を
以
て
伝
へ
ら
れ
る
が
)
、
乙
の
文
と
行
と
は
、
四
教

で
も
先
に
挙
げ
ら
れ
て
ゐ
て
、
内
実
と
な
り
外
形
と
な
っ
て
互
に
助
け
合
ふ
」
と
い
ふ
こ

と
の
や
う
に
取
れ
る
。
こ
こ
と
相
似
た
表
現
が
詮
斌
第
八
に
あ
る
。
即
ち
「
毘
詞
雅
義
、

符
采
相
隣
」
が
そ
れ
で
あ
っ
て
　
こ
れ
亦
「
符
」
は
「
雅
義
」
を
承
け
、
「
乗
」
は
「
題

詞
」
を
承
け
て
ゐ
る
や
う
に
見
え
る
。
と
こ
ろ
が
、
原
遺
第
一
の
「
符
宋
複
隠
、
精
義
堅

深
」
、
詔
策
第
十
九
の
「
溝
鼠
九
錫
、
典
雅
逸
群
、
衛
親
禅
語
、
符
宋
餌
擢
」
、
夙
橿
第

二
十
八
の
「
才
鋒
峻
立
、
符
采
克
柄
」
の
「
符
朱
」
は
、
「
精
義
」
　
「
典
雅
」
　
「
才
鋒
」

と
そ
れ
ぞ
れ
対
用
せ
ら
れ
て
ゐ
て
、
伺
れ
も
二
字
一
語
を
為
し
、
決
し
て
「
符
」
と
「
乗
」

と
に
分
け
ら
れ
な
い
。
こ
の
語
の
本
書
以
外
に
於
け
る
用
例
を
探
せ
ば
、
我
の
曹
不
の
串

渠
椀
旗
、
曹
棺
の
七
啓
、
晋
の
倖
玄
の
乗
輿
馬
眠
、
左
忠
の
萄
都
航
、
抱
朴
子
の
博
喩

篇
・
正
郭
篇
、
其
の
他
K
朝
の
作
品
に
屈
ば
見
坦
さ
れ
る
が
、
何
れ
も
二
字
一
語
を
為
し

て
を
る
。
そ
し
て
そ
の
意
味
は
、
玉
の
光
栄
、
又
は
そ
れ
に
準
す
る
も
の
を
い
ふ
や
う
で

あ
る
。
さ
れ
ば
萄
都
凪
の
旧
注
に
「
符
采
、
玉
之
構
文
也
」
と
あ
る
の
も
、
さ
こ
そ
と
肯

け
る
。
か
う
い
ふ
わ
け
で
、
今
の
と
こ
ろ
V
　
「
符
采
」
を
「
符
」
と
「
乗
」
と
に
分
け
で

解
釈
出
来
る
用
例
は
、
末
だ
一
つ
も
見
当
ら
な
い
㍗
さ
う
す
る
と
こ
こ
の
「
符
采
相
済
」

は
「
こ
の
文
と
行
と
の
二
つ
が
互
に
表
裏
と
な
っ
て
符
乗
を
な
す
」
と
い
ふ
や
う
な
意
味

と
見
な
く
て
は
な
ら
ぬ
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
佃
、
符
栄
の
語
義
に
つ
い
て
は
、
胡
紹
瑛

の
文
選
箋
証
、
萄
都
賊
の
と
こ
ろ
に
委
し
く
説
か
れ
て
ゐ
る
。

「
励
徳
掛
声
」
は
ー
′
一
の
ま
ま
で
も
意
味
は
適
す
る
が
、
唐
写
本
の
「
励
」
を
「
邁
」
に

作
れ
る
に
従
ふ
べ
き
で
あ
る
。
鈴
木
先
生
は
「
案
椅
富
大
再
説
、
皐
陶
遠
軽
徳
、
偽
孔

伝
、
邁
行
也
、
横
声
語
本
書
尊
命
、
邁
徳
亦
必
用
大
再
説
語
、
邁
字
是
也
」
　
(
校
勘
記
)

五
四

と
言
っ
て
を
ら
れ
る
。
債
、
「
邁
徳
」
と
「
相
聖
」
と
を
連
ね
用
ひ
た
例
は
、
親
の
呉
質

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

の
在
元
城
与
貌
太
子
腰
に
「
若
乃
邁
徳
種
恩
、
樹
之
風
声
、
使
農
夫
逸
裸
子
垣
畔
、
女
工

吟
味
子
機
梓
、
固
非
質
之
所
能
也
」
と
あ
る
。
彦
和
の
こ
の
句
と
直
接
関
係
の
あ
る
の
は

、
案
外
、
呉
質
の
用
法
で
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。
そ
し
て
、
違
和
が
「
邁
徳
橋
戸
、
…
鮮

克
宗
経
」
を
書
い
た
時
は
主
と
し
て
祝
の
文
士
を
脳
裡
に
思
ひ
浮
か
べ
て
ゐ
た
の
か
も
知

れ
な
い
。

さ
て
「
邁
徳
硯
声
」
の
意
味
で
あ
る
が
、
「
邁
徳
」
は
偽
大
南
謀
の
伝
に
従
へ
ば
「
徳

を
行
ふ
」
と
解
す
べ
く
、
「
樹
声
」
は
、
偽
畢
命
の
本
文
及
び
そ
の
伝
に
従
へ
ば
、
「
民

の
風
声
を
樹
つ
」
と
解
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
(
尊
命
の
拠
り
所
と
恩
は
れ
る
左
氏
伝
、
文
公

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

六
年
の
用
法
も
ほ
ぼ
同
じ
)
。
つ
ま
ゎ
、
「
邁
徳
」
の
「
徳
」
は
こ
ち
ら
の
も
の
で
あ
り
、

「
樹
声
」
の
「
声
」
は
あ
ち
ら
の
も
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
違
和
が
こ
こ
に
「
邁
徳
」

と
「
掛
声
」
と
を
運
用
し
た
の
は
、
「
己
の
徳
を
行
う
て
、
民
の
風
声
を
樹
て
る
」
の
意

味
で
は
な
く
て
、
「
徳
」
も
「
声
」
も
己
の
も
の
と
し
て
の
使
ひ
方
の
や
う
で
あ
る
。
そ

の
点
、
前
引
の
呉
質
の
堰
の
用
法
と
同
じ
か
と
思
ふ
。

「
是
以
楚
艶
漠
移
」
。
通
変
第
二
十
九
に
も
「
漢
菟
移
而
艶
」
と
あ
る
。
楚
辞
の
艶
な

る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
弁
騒
第
五
に
も
「
昭
艶
而
釆
華
」
・
「
萄
釆
絶
良
し
・
「
中
巧
者
猟

其
艶
辟
」
と
見
え
る
。

こ
の
第
三
節
は
、
徴
聖
第
二
の
終
り
の
「
天
道
置
開
、
猶
或
鏡
仰
、
‥
」
と
ほ
ぼ
同
じ

趣
旨
で
あ
る
。
論
述
の
し
か
た
も
似
て
を
る
。

「
三
樋
舜
道
、
訓
深
稽
古
」
。
鈴
木
先
生
の
校
勘
記
に
日
く
「
三
桟
舟
訓
、
巳
鼠
正

0
0

文
、
此
道
訓
二
字
疑
錆
置
」
と
。
こ
の
説
従
ふ
べ
き
で
あ
る
。
「
遺
深
持
苗
」
と
は
、

「
そ
の
道
は
望
址
で
あ
る
の
で
古
を
指
へ
ノ
」
は
じ
l
め
て
明
か
に
な
る
」
と
の
意
味
で
も
あ

ら
う
か
。
「
道
深
」
は
本
文
の
「
然
而
道
心
惟
操
、
…
…
無
鉛
鐘
之
潤
誓
英
」
の
辺
に
当

ら
う
。「

致
化
帰
一
」
は
、
こ
の
ま
ま
で
も
勿
論
意
味
は
道
す
る
が
、
唐
写
本
の
「
掃
」
を

「
惟
」
に
作
れ
る
(
教
本
校
勘
記
)
に
従
ふ
べ
き
で
あ
ら
う
。
そ
の
方
が
、
下
旬
の



「
分
数
新
玉
」
の
「
斯
」
と
よ
く
対
す
る
か
ら
。

「
性
憲
銘
匠
」
は
本
文
の
「
洞
性
昌
之
奥
区
」
や
「
嚢
既
璃
乎
性
情
」
に
当
り
、
「
文

章
奥
区
」
は
本
文
の
「
柘
文
章
之
骨
髄
」
や
「
辞
亦
匠
於
文
理
」
　
に
当
ら
う
。

文
心
離
寵
札
記
肖
　
(
斯
波
)

玉
石



A Commentary on ^Wen-Bsin Tiao-lung'7 ^vLN^lfl(3)

Rokuro Shiba

"Wen-Hsin Tiao-Lung" (10 vols) is a work written towards the end

of the fifth century; it is the earliest description on literature and rhe-

toric in China. This work, therefore, occupies the most important pos-

ition in the history of Chinese literary criticism: yet it has not prevailed

so much because of its having many difficult points. Both the terms

and the style of writing are very hard to understand, and especially

the sentence-construction is so complicated that main difficulty seems

to be here.In proceeding my research, I studied first the peculiarities

and characteristics of the thought and style of the author of this work

and made commentaries on the unique terms and sentence-construction,

which I compiled in a form of dook. This is a Commentary on Wen-

Hsin Tiao-Lung, A part of my studies was Pudlished already in "S1N-

AGAKU-KENKYU" NO. 10, 12, which this article follows. The prese-

nt study will de pudlished in due course.
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